
メディパルグループのマテリアリティ（重要課題）

CSR取組み事例 ESG分類

・内部通報制度
・独占禁止法違反防止への取組み

情報管理
　P.64
情報管理
　P.64

・方針・体制
・教育制度

薬事管理
　P.59-60
薬事管理
　P.59-60

・自然災害発生時のリスク対策 ・物流センターの免震化
・感染症大流行時の対策

災害対策
　P.61-63
災害対策
　P.61-63

人権尊重
　P.65-69
人権尊重
　P.65-69

・人材育成への取組み
・働きやすい職場体制

・ダイバーシティの取組み
・人権保護の取組み

環境保全環境保全
　P.70-71

・CO2排出量、電力使用量削減と地球温暖化防止への取組み
・廃棄物処理・資源有効活用
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希少・難治性疾患支援、もみじの家を支援、COPD啓発活動、
骨髄ドナー休暇、認知症サポーター養成講座、一人一花運動、
こども食堂を支援
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・品質の確保
・教育制度

社会への取組み
　P.72

社会への取組み
　P.72

コーポレート・ガバナンス P.41-51

コンプライアンス
　P.56-58

コンプライアンス
　P.56-58

■ マテリアリティ、CSR、ESGの関係について

CSRとの関係
（個別重要課題への

対応）

長期的な 
企業価値
を支える

ESGとの関係

６つのカテゴリーは、当社グループがリスク管理の観点も踏まえ、CSRとして整理している項目で
す。当社グループはCSRを「グループを構成する各企業が、永続的に発展し続けることにより、経
営理念を実現し、その然るべき結果が社会の利益に貢献するように経済、社会、環境に配慮した
事業活動を行うこと」と定義づけています。社会的使命を果たすために、主に卸売事業各社の
CSR委員長を構成メンバーとするCSR全体会議を開催し、具体的な活動を行っています。

６つのカテゴリーと、根幹となるコーポレート・ガバナンスは、投資家が注目するESG（環境・
社会・ガバナンス）の3つのテーマに対応します。選出したマテリアリティは当社グループの長
期的な企業価値向上を支えるESG要素でもあり、価値創造に実質的な影響を与えるものと考え
ます。

基本的な考え方

メディパルグループの社会的使命は、いつ、いかなるときも安定的に商品を供給することです。この使命を果たすた
めに、盤石な企業体制を確立することが重要だと考えており、コンプライアンス、薬事管理、災害対策、情報管理、
人権尊重、環境保全の6つのカテゴリーをマテリアリティ（重要課題）としています。

活動報告
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